On Landscape Paintings of the Mountain (2) -The Change in the Discription of the Mountains in European Paintings- by 近藤 等
33
山岳風景画論（2）
一ヨーロッバの絵画に現われた山岳描写の変遷一
近　藤　　　等
五　アルプスの肖像画の誕生。18世紀から
　　19世紀前半にかげてのスイスの山岳風景画家たち
　17世紀から18世紀初頭にかけて，人間の心は自然から遠ざかっていたという
ことがいえるだろう。ヨーロッパの画家たちの多くは，自由奔放な自然を，人
工的にアレソジされた庭園のように描いた。たとえば，18世紀フラソスを代表
するジャソ・アソトワヌ・ワトーが，豊潤で官能的な色彩を駆使して描いた《シ
テールヘの船出》のバックに描いた自然は，当時の人々の夢を誘うような風景
ではあったが，建築物の廷長のように人工的につくり上げられた自然であった。
　だが，洗練された都市生活に儘怠を感じはじめている人たちのうちから，自
然に親しみ，田園生活を欲求する声が湧き起こり，それとともに観光旅行とい
う新しい杜会現象が生まれはじめた。
　スイスの山々は，自然科学老，植物学老，地質学者たちの調査研究の場とな
り，一般のツーリストは競ってアルプスの山麓を訪れるようにたり，今日の表
現を使うたらば，《高嶺のよび声》に惹きよせられたのである。しかし，さら
に正確にいうならば，18世紀半ばまでの人々が惹きつけられたのは，アルプス
の高峻山岳ではなく，むしろJ・J・ルソーが1761年に発表した大作《新工ロ
イーズ》の中で描いている風景描写でみられるような，アルプス前衛の山々，
山麓のみどりの谷，美しい絵のような村が点在する湖，絶壁にかかる滝などで
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あった。だがその一方，氷河や万年雪に囲まれ，かつては恐怖の対象であった
アルプスの山々も，今日でいうトレッキソグの対象になりはじめてきた。
　こうした時代的な影響を受けて，アルプスのふところに抱かれた山国スイス
から，山の風景画家が輩出することになった。
　ルソーの《新エロイーズ》に先立ち，1732年に，スイスのベルン生まれの哲
学老で自然科学老でもあったアルブレヒト・フォン・ハラーは，彼のアルプス
旅行の印象をまとめて《ディ・アルペン》という詩集を発表した。この詩集は，
その内容のすべてがアルブスの山について書かれた最初の文学作品であり，ス
イス・アルプスに捧げられた讃歌であった。はじめて才能に恵まれた詩人が，
山の美しさ，その谷，氷河，滝，頂を力強い筆致で描いたのである。
　《ディ・アルベン》こそは，アルプスの黎明を告げる鐘の音であり，この作品
によってアルプスは文学の花園の中に最初の美しい花を咲かせたのであった。
　このハラーは，1776年，ベルンの出版者ワグナーが出版した《スイス山岳の
景観とその記述》に序文を寄せている。ワグナーは，ハラーが感激して詩で表
現したものを，絵画で伝えようとしたのである。そこで，ワグナーはスケヅチ
画家カスパール・ヴォルフを伴ってスイス・アルブスを旅行し，その美しさを
写し取ってもらおうとした。
　カスパール・ヴォルフはワグナーの求めに応じてアルプス地方を写生旅行し苧
自然のありのままの姿を描写した。ハラーがかつて文学の世界にアルブスを導
入したように，ヴォルフは彼の絵筆によってアルプスを絵画の世界に本格的に
導入し，山が絵になることを示した最初の画家になった。
　出版者のワグナーは，ヴォルフが描いた風景を大きな地図帳に収めて刊行す
る予定だった。この地図帳は10枚ずつ分冊で発行されるはずだったが，残念な
がら第1分冊を出版したに留まった。というのも，ヴォルフが卓越した筆で描
いた荒々しい山岳風景に対する理解が，当時の人々にはまだ欠げていたからで
ある。いずれにしても，この地図帳ぱヴォルフの全作品の核を成しており，この
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画家の知識の大半を伝えてくれる。
　ヴォルフの作品には出版された10枚のみごとた彩色銅版画スケッチ（図1）
図1　カスパール・ヴォルフ《ブライトホルソ氷河とプライト1コ
　　ーエネ：■》1776年刊行《スイス山岳の景観とその記述》より
　銅版画
のほかに，多数の油彩，水彩画，スケッチが含まれている。ワグナーの求めに
応じてヴォルフが描いた風景はベルナー・オーバーラント，ワリス山群，ウリ
渓谷の広範囲にわたり，油彩と水彩画は170点の多きに達している。
　ヴォルフの生涯についてはあまりよく知られていない。彼は1735年，ムーリ
（アールガオ）で農夫の息子として生まれ，絵の最初の手ほどきをコンスタン
ツの画家ロイツァーから受けた。その後，ヴォルフはアウグスブルク，ミュソ
ヘソ，バッサオで，出版杜に画家か銅版画師として雇ってもらおうとしたが，
成功しなかった。貧しいまま，彼は故郷に帰ったが，ムーリの村の人々は世帯
持ちにたって戻ってきたこの芸術家を受入れたがらなかったようであ私
　スイスのハソス・ヤーコプ・ロイの辞典には「彼が同地で下らない仕事や，
金張り細工で自分と家族の生活を立てなけれぼならなかった」と述べられてい
る。彼の装飾細工師としての活動の軌跡は，今目でも，彼が壁布に図案を入れ
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る仕事をしたホルベソ・オプ・ムーリ城に見出される。修道院客用宿泊所の胸
壁の図案ぼ，彼が描いたといわれる。そこには彼の手になるスケヅチも数枚あ
る。
　ヴォルフはその後，パリのルーテルブールのもとで運を試そうとした。同郷
人のルーテルブールは一時，彼を引取って，フラソス彩色法の技術を教えたが，
バリでも富を得るに至らず，彼はまもなくムーリの家族のもとにふたたび帰り，
貧しい生活に戻った。
　この頃，ベルソのワグナーがこの芸術家に目をとめ，自分の出版事業のため
に雇い入れたのである。数年後に，この夫事業の夢も破れたのち，ヴォルフは
再度パリヘ旅行したが，困窮から飲酒癖に陥り，1798年，マソハイムで貧苦の
うちに死んだ。
　ヴォルフの作品は，同時代人には支持されなかったが，今日では初期の山岳
風景画として高く評価されている。彼の作品の大部分はワグナーの出版物のた
めの習作の系列に入るが，バーゼルの公的機関に集められているものと，個人
の所有になっているいくつかの秀れたジュラ山脈の風景画を除いて，バーゼル
の銅版画陳列室が12の彩色銅版画からなるヴォルフの作品群を保管しているが，
これらの絵は，この風景画家の力量を示していないし，その彩色技術は劣り，
ワグナーの出版物の第1分冊に収められた華やかな作品と比較するべくもない。
多分，これらは彼が貧困生活から脱するためにやむを得ず描いた頃の仕事なの
であろう。この作品群が1769年以前に成立したものであることは確かである。
　さて，彼の主な作品をみてみよう。ワグナーと共にヴォルフは1769年，ベル
ナー・オーバーラソトのアルプスを旅行した。第1分冊のためのハラーの序文
から，われわれぱこの旅行コースを知ることができる。また，ハラーの序文か
ら，その当時の人問がアルプスについてもっていた見方や経験をも一瞥するこ
とができる。ワグナーの出版意図がどのようなものであったかを知るには，こ
の序文自体の数か所を引用するのがよいだろう，r彼自身（ワグナー）が上手な
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スケッチ画家であった。彼はヴォルフ氏という画家と提携し，彼と数年にわた
り，ほとんどベルナー・オーバーラント中の氷河を旅した。」……「ベルナー・
オーバーラソトの氷河を知ろうと思うなら，とくに谷という谷をすべて歩き，
行き止まりになれば牧童を案内に立てて道のたい山中を登らたげれぼならない。
道路や山道ではたく，岩肌の斜面を足場を探りながら，手を使ってやっとのこ
とで進んで行かなければならない。」それに続く部分で，ハラーは氷河の裂げ
目や割れ目，その上を覆っている新雪，危険た雪橋や墜落など，氷河の危険に
ついてかなり正確な知識を示している。とくに彼はラオターブルソネソ付近の
岩石の多い氷河をよく知っていたようである。このコースをハラーは次のよう
に描写している。
　1．　エソグストレソベルク，グリムゼル……　「そLてヴォルフ氏はフィソス
　　ターグレッチャーとラオターアールグレッチャーをスケッチした。それ以
　　上恐しさを感じさせることができないような荒涼とLた風景を。」
　2．　グリンデルワルトタール
　3．　ラオターブルソネンタール……r彼は隣接する非常に高度のある氷河を
　　登り，ブライテンホルングレッチャー近辺の高みにまで大胆に登りつめた。
　　そこからなら，ラオターブルソネンに戻って来るよりも楽にワリスに到達
　　できるくらいであった。
　4．　ゲソミとその周辺の山々
　5．　ジーベソタール
　6．　ラオイーネソタール
　ハラーの記述によれば，ヴォルフは1776年，再度ラオターブルンネソタール，
グリソデルワルトタールおよびシャイデックに滞在している。
　ハラーの序文からは，ヴォルフの作品がどれほど規模の大きなものであった
かも分る。ハラーは次のように書いている。「ワグナー氏の数回にわたる旅行
の途上で，滝やそg他のアルブス風景を描いた170点にも及ぶ大判の油絵が制
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作された。これらの中から分冊ごとに10点が出版されるであろう。」
　ワグナーやヴォルフにとって，8年がかり，8回におよんだアルプスの探究
と描写がどれほど真剣な仕事であったかは，絵そのものから看取できる。冬の
厳しさと危険をさえ冒して，ヴォルフは氷と雪に覆れたシュタオプバッハファ
ルをスケヅチブックに収めている。
　ワグナーとヴォルフの努力にもかかわらず，またハラーの序文にもかかわら
ず，発行された第1分冊への需要はわずかで，その結果ワグナーの企画はつぶ
れてしまった。油彩は，その一部が売却され，一部は出版家のヘンツィが新し
い＝刊行に使おうと思い，■パリでジョゼ7・ベルネの指導の下で，有名な銅版画
師デクルティスとジャニネとに彩色銅版画を作らせた。しかし，このシリーズ
もはじまっただけに留り，先が続かなかった。シリーズの第1回分は《スイス
山岳大観》というタイトルで1778年にアムステルダムで出版された。この彩色
銅版画ば質は高いが，ワグナーの手作業彩色の豪華版に較べると色挺せている。
　残念ながら，われわれはヴォル7の芸術家としての成長過程を追うことはで
きない。彼の主要作品の中に，すでに完成された芸術家としてのヴォルフを認
めるばかりである。ミュソヘソ，パッサオ，アウグスブノレクヘの旅行，とくに
ルーテルブールで，彼は17世紀の偉大なオラソダ風景画芸術を知ったのにちが
いない。J・ド・モソベール，ヘルキュレス・セーヒェルス，アレア・フォン・
工一ヴァーティンゲンの作品が彼に持続的な影響をおよぼしたように思われる。
ヴォルフは風景の構成と色彩の点で，これらの大家たちに忠実に従っているよ
うだ。一方，彼と同時代のフランスの画家たちは，彼のスタイルにあまり影響
，をおよぽしていないと思われる。
　ヴォルフのほとんどすべての風景画にみられる特徴は，その前景に芸術家自
身とその同行老が描かれていることだ。彼はスケッチ・ブヅクを膝の上に置い
て熱心に画をかいている自分の姿を描いている（図2）。
　ヴェヅターホルソの絵に見られる焚火をする牧董たちのような小さな風俗画
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的た光景がしぽしば現わ
れている。陰うつな局面
に楽しい活気を与えてい
る，この魅力あるモチー
フは，すべての絵にきま
ってくりかえし現われて
くるので，ほとんど署名
とみなしてよいくらいで
ある。
　とはいうものの，ヴォ
ルフが描く前景と点景は
図2カスバール・ヴォルフ《グリソデルワルトの
　　ヴェヅターホルソとその白い氷河》油彩
二次的たものにすぎない。それらは支配的な後景と頂上からのパノラマヘと移
行する。ヴォルフの芸術がとくに価値をもっているのは，その写実性であ私
岩の形状は地質学的な理解を以て再現され，彼は構造と色彩とにおいて原生岩
と石灰岩とを明瞭に区別している。とくに氷河の描写は抜群である。
　ヴォルフが描くのは，当時の平均的風景画にみられるような・現実にはあり
そうもない甘ったるい山ではなく，氷河の氷塊の性質と形状である。偉夫な才
能を具えた芸術家のみが青味を帯びて光る氷塊の物体性と死のような冷たさを
描くことができたのである。
　物の物体的本性を捉えるこの能力の他にヴォルフはすぐれた情感画家として
の才能を持っていた。困窮と苦悩によって暗いものになった彼の感情は，笑い
かげるような湖や，雲ひとつなく青い空や，明朗な谷に表現を求めることはな
かった。彼の心をつかんだのは，荒涼として峻厳な高山の世界であり，自然の
永遠の闘争であった。
　ナーグラーはその『芸術家辞典』の中で，彼について次のように述べている。
rヴォルフはまるで世界が滅亡し，廃撞だけが残されるのだといわんぽかりに，
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氷河や，荒々しい峡谷や，嵐の光景を大胆なタヅチで描くぺ…・・しかし，彼は
買手を見出さなかった。」この最後の一句が，彼の運命を決定したのだ。世問
の大半の者は後述するアルベルリのような画家の温和な風景を愛して，ヴォル
フの山岳風景にはなんらの係りをもたなかったのであ乱
　ヴォルフの色彩についてすこし補足すると，スケッチでは透明で明るく，油
彩でぱ，彩色銅版画の場合と同様に，重く暗い色調への好みを示している。こ
こでは色彩は常に抑制され，混ぜたもの以外は現われない。ある種のよごれた
グレーとブラウソがヴォルフの色彩の特徴をなし，オランダ派に依存している
ことを物語っている。光と空中ぺ一スペクティヴが彼の表現芸術の中心である。
　いずれにしても，ヴォル7は，まだよく知られていなかったアルプスの山岳
風景，峻厳な山々，蒼白い氷河を本格的に描いた最初の画家である。彼はアル
プスの真実の姿を描写すると同時に，その作品において，アルプスの荒涼とし
た姿をロマソ派風に強調しようとした意図がうかがわれる。
　その代表作のひとつとLて，1785年に描いた《ラオターアール氷河》（図3）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がある。この作品では前
図3カスバール・ヴォルフ《ラオターアール氷河》
景に積み重なった巨岩が
描かれているが，ここは
当時のアルピニストの避
難所となっていた場所で，
その後，1840年に《ニュ
ーシャテル人のホテル》
という名前の山小屋が建
設された。前景の岩場の
背後の右手に氷河が伸び，
バックにそそり立っている峻峰はフィソステラールホルンである。
　ヴォルフの山岳風景画の強みは，アルピニストが高山で体験するありのまま
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の自然の印象を見事に描写Lていることであり，この点，彼は同時代の老を超
えており，ロマン派の早期の先駆者であることを示している。
　チューリヅヒ生まれのハインリヅヒ・ヴユスト（1741－1821）は，1760年か
ら1766年にかけてアムステルダムで，つづいて1769年までパリで画業の研鎮を
積んだのち，生まれ故郷のチューリッヒに戻ったが，1776年にイギリスのスト
レソグ卿の求めに応じて，ワリス山群を描きに出かけたことによって，その画
業は新局面を迎えることになった。ヴユストの描いた油彩の代表作，《ローヌ
氷河》（1795年頃の作）は現在チューリヅヒ美術館に蔵されている（図4）。
　画面の中央には，両岸の堆石地帯
に囲まれ，ところどころ青味を帯び
た白い氷河が高みへ上昇して行くの
が描かれている。氷河の下部には縦
のクレバスが大きく入り，上部ぱ氷
濠地帯となり，その乱立する氷塔は
暗雲が漂う碧空に浮き出てみえる。
氷河上部の両側からは灰色がかった
岩場が島のように浮き出している。
　カスパール・ヴォルフが繊細にぼ
かされた色調で山を表現Lたのに対
して，ヴユストは氷塊で凍結した不
動の大河と，流動する雲の多い空と
を力強いコソトラストで見事に表現
図4ハイソリッヒ・ヴユスト《ローヌ
　氷河》（チューリッヒ美術館蔵）
することによって，両者共，その作品を平凡な地形図的絵画の域を脱した芸術
作品に仕上げているといえるだろう。
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　図5ピエール・ド・ラ・リーブ《モールとモ
　　ソ・プラソ》
リアの歴史的風景画の巨匠たちの作品に感動し，その影響を蒙ることになった。
　ジュネーブに帰ってからも，スイス，サポア，ベルナー・オーバーラソトの風
景をオラソダ的，あるいはイタリア的な眼で見つづけた結果，その作品《モー
ルとモン・7ラソ》（図5）にはオラソダ的要素とイタリア的要素が混成し，
折衷したような画風がみられる。
　40歳に近かったこの当時に，彼がサボア地方を旅したとき，モン・ブラソ山
群のすばらしいパノラマが眼前に展開するサランシュから書いた手紙が残って
いるが，その内容は，この当時の画家が山を前にして，どのような反応を示し
たかを教えてくれる点で興味深い。
　「おお友よ，この山々ではなんと秀麗な朝が迎えられるのだろう！　イタリ
ア風ではないにしても，なんという色彩だろう！雲間からときどき高くほっ
そりと突き出している荒々しい岩峰の形は，わたしにはあまり気に入らない。
それで，わたLとLては，そうした形を把握しようとは思わない……この地方
はイタリアよりもわたLを感動させ，わたLの魂を高揚させてくれるような気
がすることを告白しよう。」
　また，彼ぱサラソシュからのモソ・ブランを描くことの難しさをノートにこ
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　ピユール・ド・ラ・リーブ
（1753－1817）は，ジュネーブ
の旧家に生まれたが，その自
伝によれば，最初オランダの
風景画家たちの作品を模写す
ることから絵画の世界に入り，
オラソダ派の強い影響下にあ
った。
ところが，1784年，イタリア
に旅したことで，今度はイタ
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う書き残している。
　「なんて難しいのだ。このタブローはすべての規則をくつがえしてLまう。
なぜかというと，最も遠くにある対象が最も大きく，かつ目立つ存在だし，中
景と近景は陰影のうちに沈み，遠景全体を占めている山の上にだけ光が当って
いるという状態だからだ。」
　また別の手紙で，彼は次のように書いている。
　「わたしが驚くことは，この地方に偉大な風景函家が誕生しなかったことだ
　・それに，この地方を訪れ，研究したすべての人たちは，滝しか探し求めず，
残りのすべてはなおざりにしたことだ。ところが，わたしとしては，彼らがお
ろそかにした残りのすべてのものに，たによりも心を打たれるのだ。」
　山岳画がいかなるものであるべきかについて暗中模索をつづけていたド・ラ
・リーブも年齢が進むにつれて，漢然とながらその観念をつかむようになった
ことは，1795年に完成した《ヴェッターホルソ》によって感知できるようだ。
だが，この種の山の肖像画で，彼の作品として最もすぐれているのは，1802年
に完成した《サラソシュから眺めたモソ・ブラソ》であろう。
　個人の肖像画のように，特定の山の肖像を描いたこの作品について，彼自ら
1802年8月28日，エイナール夫人に次のようなことを手紙に書いてい乱
　「わたしは自作を3点展観しました。このうちのひとつばモソ・ブラソの景
観を正確そのものに描いたもので，谷では日が隠れようとする頃，サランシュ
から眺めたものです。感動的で，重みがあり，風変りで，もの悲しい，制作が
非常に困難な作品でした。」
　ド・ラ・リーブが，彼の作品にこれまでの他の山の絵に求められたい新しい
要素が含まれていることを感じとっていたことは，前に引用したようにrすべ
ての規則をくつがえしてしまう」という彼の言葉で了解されるだろう。いずれ
にしても，ド・ラ・リーブは，万年雪や氷河におおわれたアルプスを描くこと
のむずかしさ，実際には見ずらいものをはっきり描出することの難しさと真向
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から取組み，高山の大気と色彩とを描いた最初の画家の一人であ私
　だが，残念ながらド・ラ・リーブには巨匠になるための才能ぼそなわってい
なかった。絵画芸術というものは，単なる描写や，忠実な再現からは，価値的
にみてへだたりがあるものなのだから。だが，たとえド・ラ・リーブが山岳画
の巨匠にはなり得なかったにしても，すくなくとも彼は，彼自身はなし得なか
ったが，なにをなすべきか，そして，後年，他の山岳画家がなすであろうこと
を予感したことは事実であり，彼の作品は山岳絵画史上，すくなくとも歴史的
た意義を持っている。
　ド・ラ・リーブと同時代に生まれたジャン・ア：■トワヌ・リンク（1766－1843）
は膨大な量の山岳画を描いたが，彼の作品はその生涯と共にあまり知られてい
ない。しかし，彼が残した水彩，ゴム水彩，無数のデッサソを通して，彼のイ
ンスピレーショソの源泉にたった山岳風景を，彼がどのように理解し，作品に
生かしていたかが了解される。
　リソクは山が絵画の主題になることを，またなるべきであることを確信し，
これまで多くの山岳画の前景につきものであった牧人小屋，牧童，ツーリスト
図6ジャソ・アソトワヌ・リソク《ブレバソの頂
　上から跳めたモソ・プラソ》（ジュネープ美術
　館蔵）
など，人閻の存在をよび
起こすマチエールを極力
除去し，峻厳そのものの
山と真向から取組み，西
部アルプスの名山を描い
た。そしてとくにモソ・
ブラソ山群に魅力を感じ，
シャモニの谷を中心とし
て制作に励んだ。
　こうした作品のひとつ
として，ジュネーブ美術
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館蔵の水彩《ブレバンの頂上から眺めたモソ・ブラン》（図6）がある。かつて
レオナルド・ダ・ヴィソチが人体を解剖学的な綿密さで研究したように，リソ
クは山の構造をつぶさに研究し，明暗を律動的に配分して，個性豊かな作品を
描いている。
　アルプスの女王モソ・ブラソにリソクが惹きつげられたのは当然だが，この
山群でリ：■クがとくに惹きつけられたのはドリュの《岩の炎》とよばれている
鋭い岩稜で，モ：■・ブラソ山群でのデッサンの％近くは，この岩場と，その下
部からメール・ド・グラス氷河に通じる氷河に費やされている。
　植物限界を超えて大空にそそり立つこうした岩と氷雪は，不毛で峻厳な高山
そのもので，そこには当時の人間を惹きつげるなにものもなかったはずだが，
このこと自体がリソクにとってば魅力であったように思われる。リソクぱ地質
学的な山，堆石地帯，漂岩，万年雪の上にそそり立つ垂直な岩壁を好み，ジェ
アソ氷河の巨大な氷濠，ポア氷河のクレバスたどを描いた。
　彼の作品では，人間にはその席が無い。岩陰にわずかにシルエットがみえた
としても，それは山のスケールの大きさを出すために奉仕しているだけである。
リソクは彼自身の見解を岬こ押しつけるのではなく，彼の心眼がとらえた山の
姿を一気に描き上げ，山自らにその意志を表明させようとしているかのように
思われる。
　ド・ラ・リーブ，リンク以後，19世紀中葉になると，山を風景画の一部とし
て取り入れるのではなく，山をあくまでも主題として採り上げ，山ひとすじに
描きつづける画家がスイスに次々と現われ，絵画芸術の大河の中に，山岳画と
いう小さな清流をそそぎ込むことにたる。
　だが，この画家たちとその作品について筆を進める前に，18世紀から19世紀
にかけて隆盛をきわめた山の彩色銅版画について言及しておく必要があるよう
に思われる。
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六　18世紀から19世紀にかけてのアルプスの彩色銅版画
　18世紀後半から19世紀にかげて，スイスでは多くの画家がアルプスを巡歴し，
その生々しい印象を彩色銅版画にとどめた。こうした作品はヨー目ツバ各国の
宮廷や貴族のサロンに買い上げられ，またアルプス旅行の思い出としてツーリ
ストたちからもてはやされ，ヨーロヅパ中に広まり，スイスの風景をポピュラ
ーなものにした。ディドロの言葉を借りればrどの人も自分が旅した場所，滞
在Lた場所に再会することをよろこんだ」のである。
　こうした銅版画家たちが描いたのは，主としてアルプスのパノラマ的遠望で
あり，《美しき国スイス》を代表する，山小屋が点在する高地の牧場，もみの
森，滝，鐘楼や高さ中位の山が湖に投影している湖畔風景が多かった。これら
の銅版画は，画家の真の表現意欲によって描かれたものよ．り，画商の依頼によ
って，売ることを目的として小器用につくられた作品だったが，銅版画家たち
は，いずれもアルプス風景を忠実に再現するため，現地におもむいて取材する
という，17世紀までの画家にはみられなかった良心的な態度によって山を描い
たことも事実である。
　その結果，芸術作品として観賞に値する作品を残した画家も現われた。こう
した18世紀のスイス画派の一般的特色は，これまで装飾的だった山，あるいは
威圧的だった山のイメージに対する一種の反動として，美しい細綴な筆で，軽
やかな山を描いたことである。
　その画家の一人，ウィソターツールに生まれたヨハソ・ルドウィヒ・アベル
リ（1723－1786）は，山そのものよりも，好んで湖や山麓風景を描いたが，ア
ルプスの自然の中に，絵画としてのテーマが見出し得ることを，1774年にジュ
ー湖に旅した際に，友人の彫刻家ジソグに宛てた手紙の中で，次のように書い
ている。
　rスイスという国がわたLたちの絵筆やクレイヨソにどんなに多くの宝物を
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蔵しているのか，あなたはまだ知らないようです。自然はどの土地でも，人の
好みと選択に応じて，わたLたちが利用できる多くのものを提供してくれるこ
とをわたしは知っています。しかも，この点については選択されるだげの値打
があるように思われるのです。……一方にあっては，山がそびえ立っているた
め，ほかのどのような土地でよりも未開でおそろしい光景があり，他方にはオ
ラソダを思いおこさせるような，美しい広々とした平野があり，犬きな湖には
いつも船が浮かんでいます。こうしたわげで，風景画家としてはあらゆる種類
のコンポジションに適したモデルを容易にみつけることができるのです。従っ
て，わたしたちの眼前に展開する対象が，有名な巨匠たちの好みや手法を思い
おこさせるたびごとに，わたしたちは，これはサルバトール・ローザだ！　プ
ッサソだ！　サバリだ1　ルイズダール，あるいはクロードだ！　などと声を
そろえて叫んだものでした。」
　アベルリはベルナー・オーバーラソト地方，ビエヌ湖などの美しい風景画を
残したが，ヴォルフの峻厳な作品に
くらべて，明るく，ほほえましいア
ルプス風景を描いた。
　彼の才能と豊かた感受性は，油彩
よりもデリケートなタッチの銅版画
に見出される。《セルリエとビエヌ
湖の眺め》《ベルソの近くのムウリ
から描いた風景，日没の雪のアルブ
ス》《オーバーハスリー渓谷風景》
《グリソデルワルト氷河風景》《ラオ
ターブル：■ネンのストーバッハの
滝》（図7）などである。
　この最後の作品は，ベルナー・オ
図7ヨハン・ルドウィヒ・アベルリ
　　《ラオタープルソネソのストーバ
　　ヅハの滝》
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　一バーラソトの有名なストーバッハの滝を描いた銅版画で，バックのブライ
トホルソと思われる氷雪のピークや，右手前の滝そのものも，彼の作品として
はタッチが強調されている。しかし，アベルリの本領はヴォルフとちがい，高
峻山岳でぱなく，遠景に山なみの見える湖畔や，地方色豊かな人物を配した牧
歌的風景で，山そのものよりも，むしろ人物が主題になった作品のほうが多い。
　アベルリの弟子のガブリエル・ロリもまたシソプロソ，ベルナー・オーバー
ラソト，四州湖，シャモニ渓谷をテーマにした繊細な彩色銅版画を残Lたが，
細部の忠実な描写にややこだわりすぎているようだ。
　彼の息子の同名のガブリエル・ロリ（1784－1846）の作品には，父親よりも
強い個性が見られ，山を忠実に再現するだけでは飽き足らず，より装飾的なタ
ッチで表現している。
　とはいうものの，たとえぼシャモニ針峰群のように吃立する岩峰群には圧倒
され，思いきった描写はひかえているようだ。彼は天に向かっての大地の叫び
声のような鋭い岩峰よりも，美しい曲線をたした氷雪のドームを描くことを好
んだようである。
　彼は岩よりも氷雪を，氷雪よりも水を好み，各地の滝を求めて歩き，光と生命
にみちあふれる滝を描写し，またレマソ湖，ツーソ湖，ルツェルソ湖，マジョレ湖
といった代表的な湖を，それぞれ色調をちがえて描写している。彼の作晶は山
の風景を知らせることに貢献したことは事実だが，彼自身は山に対してジヤソ
・アソトワ妄・リンクが抱いていたほどの情熱は持っていなかったように思われ
る。ロリは，彼のほとんどの作品に人物を装飾的に配置して人問臭を出そうと
した点で，あくまでも山を主題としたリソクの清楚な作品と異なっている。い
ずれにしても，この親子の作品は当時の彩色銅版画の典型的なものといえる。
小論ではガブリエル・ロリ親子の作品を一点ずつ掲載しておく（図8，図9）。
　銅版画家として活躍した大勢の人たちのうちで，異色な存在であったのばマ
ルク・テオドール・ブーリ（1735－1815）であ私彼の作品が同時代のものに
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くらべて，登山老の心を
打つなにものかを含ん
でいるのは，ブーリ自
身，アルプスの初期の先
覚として，シャモニの氷
河探検を行ない，ド・ソ
ーシュール，その他の先
瞭老に列して，当時まだ
処女峰であったモン・ブ
ラソの初登頂を熱心に計
　　　　　　　　　　　　　図8ガブリエル・ロリ父《モソ・ブラソとシャモ
　　　　　　　　　　　　　　　ニの谷の眺め》
画していた人であったからであろう。
　ブーリは1773年にr新氷河描写』を発表し，その中にモン・ブラソやシャモ
ニ渓谷の展望図を挿入し，これが好評を博したので，以後，1808年までに，彼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　独特の細密描写の版画を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　挿入したモソ・ブラソ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペニソ，レエティアソ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アルプスに関する薯作を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6冊出版している。また，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド・ソーシュールの名薯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『アルプスの旅』にも多
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの挿絵を提供し，ド・
　図9　ガブリエル・ロリ2世《モソ・ブラソ遠望，　　　ソーシュールをしてそれ
　　　クーヴニルクルより》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が数学的正確さのもので
あるといわしめている。Lかし，数学的な正確さと絵画芸術とはまったく別な
ものである。
　18世紀から19世紀にかけて輩出した彩色銅版画家の作品は，風景画史上に残
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るような名作ではない。芸術作品というよりも，むしろ美術商品といった性質
のものといえる。しかし，山岳風景画史という隈定した立場からみると，こう
した銅版画が存在した事実と，それが近代の山岳画の成立と普及におよぼした
影響は等閑に付することができない。
七　19世紀スイスの山岳画家たち
　19世紀のヨー・Pツパ画壇においては，ロマソ主義的自然観に培われた風景美
に対する関心が深まり，すぐれた風景画家が次々と誕生した。
　イギリスではコンステーブル，ターナー，7ラソスではコローやルソーのバ
ルビゾン派，ドイツではミュ：■ヘソ派の人たち。彼らがその視線を向げ，作品
のモチーフにしたのは，身近な郷土の自然であった。コソステーブル派の作品
に描かれたイギリスの田園，バルビゾソ派の作品にみられるフォソテヌブロー
の森や池沼とバルビゾソの田園，ミュ：■ヘン派の画家たちの作品では南部ドイ
ツの丘陵と渓谷。
　してみれば，山国スイスの画家たちが郷土の自然にモチーフを求めるとき，
アノレブスの山々がその主要なモチーフになるのは当然の成り行きであった。そ
れに彼らの進むべき道は，すでに18世紀の版画家たちによって示されていた。
問題は，こうした版画家たちの地誌的，名勝図絵的な作品ではなく，平地の風
景でばみられない山特有の新鮮な色彩と光の明暗，圧倒的な山の力感と量感，
これを取り巻く空間感覚を追究し，画家の個性と表現意欲がこもった芸術作品
を描き上げることであった。
　山岳画という，絵画上のジャンルの中で最も難しい課題と敢えて取組んだ最
初の画家としては，前述したヴォルフ，ド・ラ・リーブ，リソクたちがいるが，
この先駆者たちの後を引き継いだのが，マクシミリアソ・ド・ムーロソであり，
さらにフラソソワ・ディディ，アレクサンドル・カラーム，オーギュスト・ボ
ーポヴィたちである。
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　彼らは，山岳画を描くのに好都合なスイスという恵まれた風土的環境の中に
生まれ，より高い峰頂へと画題を求め，登山を実践することによって山の実体
を把握し，カンバスに移された山を芸術作品に高めた人たちであり，彼らの絵
筆によって近代山岳画は成立するのである。彼ら近代山岳画の旗手たちは，3
つの上げ潮によって前進する。
　最初の上げ潮は19世紀半ばにはじまり，フランソワ・ディディが死んだ1877
年まで。第2の上げ潮は19世紀の後半の中間部を占め，第3の上げ潮は1883年
にはじまり現代に至るものである。
　スイス山岳画の第1期
　この最初の上げ潮に属するのが，マクシミリアン・ド・ムーロン，フラソソ
ワ・ディディ，アレクサソドル・カラームであり，前述のド・ラ・リーブも先
駆者の一人としてこのグループに加えることができる。
　この画家たちは，彼らが発見した山という，すばらしい，だがきわめて厄介
なテーマと真向から取組んだが，これを消化し，完全に手中におさめることは
できなかったといえる。とくに彼らに欠げていたのばコロリストとしての資質
であったように思われる。この時期の画家たちの作品の色彩は，いわぼ「パイ
プの煙」でぼかされたものであった。
　マクシミリアソ・ド・ムーロン（1785－1868）は最初ガブリエル・ロリ父に
絵の手ほどきを受け，ついでパリに出て画家とLての修業をつんだが，とくに
風景画に心を惹かれ，ルーブルに通ってばクロード・ロランの作品を模写した。
その後，当時の画家の多くのようにイタリアで修業をつづけてのち，生まれ故
郷のニューシャテルに戻り，この町から画材を求めてベルナー・オーバーラン
トにおもむき，グリンデルワルトやハスリ渓谷のすばらしい風景に感激し，ア
ルプスの風景を描くことに傾倒するようになったのである。
　1818年，33歳のとき，彼は《ヴェッターホルン》を描き，1825年には《ヴェ
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　図10　マクシミリアソ・ド・ムーロソ
　　　《ヴェソゲソのアルプからのアイ
　　　ガー》（ニューシャテル美術館蔵）
一ン，ないしはブルーによってのみ手がげ，これを表現しようとしていたこの
時代にあって，詩人として感じられ，芸術家として取扱われたこの景色は，芸
術に新しい領域を開いたのである。」
　だがしかし，ムーロソ自身にしても，これまで誰も手をつけようとしなかっ
た山岳画に大胆にも取組んだことに対しては，いささか戸惑いを感じていたよ
うである。この結果，彼のこの作品の色彩は，かなりくすんだ，おさえたもの
で，光みなぎるアルプスの山嶺をありのままに表現することを自制したかのよ
うに見受げられる。
　後年・ムーロンはアルプスの肖像画を描くことを断念して，渓谷や湖に筆を
むけるようにたった。そして，山の自然のほほえましい一面を表わす作品《ワ
レソスタットの湖》，また荒々しい一面を表わす作品《ネーフェルス渓谷の嵐》
を残した。
　ムーロソが《アイガー》を描いた当時ぱ，アルプス登山はまだ黄金時代の隆
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ンゲソのアルプからのアイガー》（図
10）を完成した。
　現在ニューシャテル美術館に蔵さ
れているこの作品について，当時の
スイスのすぐれた美術批評家であり，
彼自身画家でもあったロドルフ・テ
ップ7エルは「これこそ山岳画の出
発点である」と激賞し，次のように
書いている。
　「彼はアルプスの絶頂の，人に迫
るようなきびしさをカソバスに再現
しようと敢えて試みたのだった。色
彩画家たちが高い山々の風景をグリ
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盛を迎えていなかったL，アイガーそのものもまだ未登峰であった。ムー口：■
が高山の絵を描くことを理解し，元気づけてくれるような人もいなかったし，
登山や高い山に世間の関心がない以上，山の絵の愛好老もいなかったのも当然
である。それに，この頃のたいがいの美術批評家はアルブスの高山地帯をカン
バスに再現することは技術的見地からしても不可能であるとみなしていたので
ある。
　フランス・ロマソ派文学の巨匠テオ7イル・ゴーチェは，山岳画の成立を否
定して次のように書いている。
　「山は今日まで芸術を拒んできたように思われる。山を画面に取り入れるこ
とは果して可能であろうか？　山の大きさはあらゆる尺度を超えたものである。
そのほか，画面の垂直さは，人問の眼がなじんでいる遠近法の観念をすっかり
変えてしまう。地平線に消えて行くかわりに，アルプスの風景は，後から後か
らと高い頂を眼前にそびえさすのだ。
　山の色彩も，その輸廓線におとらず突飛たもので，バレットの調子を狂わし
てしまう……芸術は，植物より高い処には達したいのだ。芸術は，最後の植物
がふるえ死にするところで停止する。そこから上は，近寄ることのできない，
永劫，無限，神の領土なのである。」
　こうした論法に真向から立ち向かい，山岳画をひとすじに描いたのが，ディ
ディ，カラーム，さらにこの2人につづくスイスの山岳画家たちであ乱
　フラソソワ・ディディ（1802－1877）がアルプスの山々に憧僚の情を寄せた
頃，アルプスはまだ己の姿を描いてくれるすぐれた画家を持っていなかった。
当時，アルプスの高嶺は，絵のテーマとして最も非絵画的であり，表現不可能
とみなされていた。だが，ディディは不可能を可能にしようとして，アルプス
の山中に画架をたてたのである。（図11）
　1802年2月12日にジュネーブに生まれたディディは，最初リュガルドソ，ム
ーロン，レオポルド・口べ一ルなどの画家と同じ道をたどって，パリに出て，
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　図11　フラソソワ・ディディ《ギエスパ
　　　ヅハの滝》（ジュネーブ美術館蔵）
その多くは歴史画を描く人たちであった。スイスとしては，
ルプスを描く画家を待ちのぞんでいたのである。その期待に答えて，ディディ
はイタリア的風景画を描くのを止め，アルプスの風景を描くことに専念する決
心をしたのである。
　このため，1927年にディディが選んだ最初の旅行地はベルナー・オーバーラ
ソトであった。ディディが山をテーマにLた初期の作品は大成功をおさめ，パ
リの展覧会でも好評を博し，ヨーロッバ各国から注文が殺到した。彼の山の絵
は一般の絵画愛好家たちからは歓迎されたが，彼の弟子カラームと同様，考え
方が偏狭な当時のパリの美術批評家たちからはむしろその反対であった。エチ
エヌ・ドレクリューズ，アソリ・ドラポルドといった批評家は，アルブスのよ
うな高山は例外的な特殊な自然であり，絵画の題材には適しないと一方的にき
めつげていたのである。
　だがディディはこうした批判に屈することなく，山をテーマに描きつづけ，
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グロスのアトリエで画家としての修
業の第1歩を踏み出したが，1923年
にジュネーブの展覧会に出品した4
つの作品が認められ，翌年，ジュネ
ーブ市の奨学資金をさずかり，イタ
リアにおもむき，ローマ近郊，チボ
リ，アベニンの丘陵などを描き，風
景画家としての腕をみがき，1年後
にスイスに戻った。
　当時，ジュネーブ市は芸術に深い
関心を寄せ，ダビヅドの弟子ジョル
ジュ．シェヅクス，ゲラソの弟子リ
ュガルドソなどが活躍していたが，
　　　　　　　　自国の象徴たるア
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とくに1840年以後，すぐれた作品を発表した。《渓谷の夜》，《アルプスの山小
屋》，《アルプスの急流》，《ブリエンツの湖，あるいは水浴する女たち》（バール
市美術館蔵），1843年作の《ローゼソロイ氷河とウェルホルソ》（ローザヌ美術
館蔵）（図12），《ガイエス
バッハの滝》《四州湖》《ピ
ースバシュの滝》（以上
3点ラット美術館蔵）な
どが代表作である。
　ディディが彼の作品の
対象としたのは，ツーリ
ストの眼にうつる渓谷の
優美で，いかにも絵にな
るといった風景ぼかりで
はなく，かもしかの狩人
図12　フラソソワ・ディディ《ローゼソロイ氷河と
　　ウェルホルソ》（ローザヌ美術館蔵）
たちの眼にうつるような峻厳な山岳風景にまでおよんでいる。ディデンはこう
した荒々しい自然の動きと生命をくみとり，小暗い森や，光り輝く氷河，そそ
り立つ岩峰に風雨，陽光，雲たどが与える様々な色彩の変化をカンバスに再現
しようとしたのである。そして彼の特徴としては，モソ・ブラン，ワリス，ベ
ルナー・オーバーラ：■トのいずれの山群を描く場合でも，視線を山頂に向けよ
うとする垂直な遠近法を採用していることであり，山のドラマチックな光景を
ロマソ派的手法をもって描出していることである。
　だが，同じ滝，同じ渓谷をくりかえして描きすぎているということもできる。
さらに彼が1873年に発表した《グリムセルからラ・アンデックヘの道》は1839
年作のカラームの代表作《ラ・アソデックの嵐》とほとんど同じ構図のくりか
えしであるという批判をすることもできよう。しかし，こうしたことは末梢的
なことカ・もしれなし・o
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　スイスの風景の根本的要素であるアルブスという大画材と敢組んだティティ
は，この方面の新しい開拓者として，スイス国民の支持を受げ，山岳美の普及
老として，また山岳画の創始老としての名誉をさずけられ，彼を慕う若者たち
が彼のアトリユに集まってきれそうした人たちの中で，一段と群を抜きんで
ていたのがカラームである。
　アレクサンドル・カラーム（1813－18而4）はレマソ湖畔のヴヴェイに生まれ，
幼い頃から芸術に対して人一倍深い愛着を感じ，1929年から3年間，ジュネー
ブのディディのアトリエで画家としての手ほどきを受げた。
　だが，彼の一家は貧しかったので，生計を助げるため，商品的なスイス風景
の彩色画を描かなげればならなかった。しかし，すでに20歳のときに発表した
《ジフルの岸辺》には彼の才能が芽生えていた。2年後の1835年には《ジュネ
ーブ湖のブーブレーの眺め》を発表し，大好評を博し，この頃からアルブスの
山中に出かけては，その色彩とフォルムを研究するようになった。その一方，
外国の巨匠たちと接触することで自分を完全な画家に仕上げようと決心して，
まずバリにおもむき，ここで最初の成功をおさめ，毎年，サロン・ド・バリに
出品して非常な成功を博したが，彼が描く山岳風景はアルプスという特殊で例
外的な自然であるとみたす批評家たちからは横目で見られていた。
　その後，彼はドイツ，イギリスを訪れ，またオラソダにおもむいてホベマや
ルイズダールを研究し，1845年にはイタリアの美術行脚に出かけた。これらの
旅行ば彼の技術面のよい刺激になったのは事実だが，感情ということでは，彼
はあくまでもスイスの画家であり，万年雪に覆われた峰頂，光り輝く氷河，郷
土の湖水に心惹かれ，山岳風景を描くことに生涯を捧げた。
　彼の代表的な山岳風景画の第1作は1839年に発表した《ラ・アンデックの嵐》
（ラット美術館蔵）である。この作品はラ・アンデヅクの検の樹々が嵐に根こ
そぎにされ，あるいは風に叩きつけられ，水かさを増した急流がごうごうと流
れる光景を描いたものである。この4年後の1843年には彼の最高の傑作のひと
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つとされている色感豊かな《モンテ・ローザ山群を前にしたワリス高地アルプ
スでの太陽の効果》（ニューシャテル美術館蔵。なおこの作品は非常な好評を
博したので，カラームはその後，同じ構図の作品を3点発表し，このうちの1
点はライプチッヒ美術館蔵）を描き上げている。この作品は一片の雲もないコ
バルトの空に，モソテ・ローザの雪嶺が朝の陽ざしを受けてきらめきはじめる
姿を後景に，前景にはまだ影につつまれて岩間にまどろむ山上の湖を描写した
ものである。
　だが，だまされてはいけない。一般に《モソテ・ローザ》と略してよぼれてい
るこの作品は，カラームがモソテ・ローザを眼の前にして描いた現実のモンテ
・ローザではなく，アトリエで描かれた想像の山であり，実際のモンテ・ローザ
は，どの方面から眺めてもカラームが描いたような山容は呈していない。この
作品がいかにも現実の山のように思われ，迫真的であるにしても，純粋な山岳風
景画といえるかどうかは疑間である。
　1848年には《アルビスブルソネソ
の眺望》が完成している。ピラトス
からリギにいたるベルナー・オーバ
ーラソト前衛の山々を繊細な詩情を
こめて克卿こ描いたもので，《モソ
テ・ローザ》にくらべて地形図のよ
うに正確な作品である。
　このほか《モソ・ブラン》（ブルゲ
ンシュトック・ホテル蔵）（図13）を
はじめ《ヴェッターホルンの嵐》《大
アイガー》など，アルプスの名山を
テーマにした大作が多く，アルプス
の魂を再現する最大の画家とみなさ
図13アレクサソドル・カラーム《そ
　　ソ・ブラソ》（ブルゲソシュトッ
　　ク・ホテル蔵）
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れるように・なった。彼は肌を刺すような寒さも気にとめないで山中で制作をつ
づけたが，生来虚弱であったその健康は高山の冷気に耐えられなかっむ1855
年頃からはリューマチと偏頭痛のためフラソスのエックス・レ・バソや地中海
沿岸で養生しなければならなかったが，最後まで絵筆を離すことなく，1864年，
マソトンで息をひきとった。彼の伝言己を書いたユージェヌ・ラソベールは次の
ようにしるしている。「アルプス以上に彼が愛するものは存在しなかった。し
かも，そのアルブスが彼の生命を奪い去った」のである。
　カラームの作品とその画風について述べるならぼ，まず彼自身はカンバスと
いう小さな許された枠の中で，山岳地帯の広大な空間を描写し，観者が彼自身，
峰頂とこれを取り囲む大自然の光景に正面から相対しているという迫真的な印
象を表現しなげれぱならないことを自覚していた。このことを可能にするため
に，彼はたえず山に出かげては写生につとめたのである。こうした態度はレア
リストであり，またイデアリストとLてのカラームの一面をしめしているが，
彼は生来ロマソチストであった。
　カラームの描く山は，嵐，駿雨，霧，風，夜，新雪，瞬間的に移ろう色彩な
ど，つねに荘厳味を帯びた光景にあふれ，こうした情景をドラマチックな効果
で描くことに彼は熟達していた。その反面，彼のこうした独特の魅力のある作
品が絵画愛好者たちから人気を博したため，殺到する注文に応じきれず，作品
には出来，不出来があり，また装飾的た要素が多すぎる感じがしないでもない。
　カラームの油彩があまりにもロマソ的タッチの飾装的なものであるに一しても，
デッサソはレアリズム的手法で描かれ，その鋭い観察眼がとらえたものを着実
に吸収して率直に描出している描写力は秀逸である（図14）。
　ディディとカラームのおかげで，山岳画は同時代の絵画の世界でかなりの地
位をしめるようになったが，この2人が美術史上に残るほどの傑作を描くだけ
の個性的な才能をそなえていなかった事実も認めなければならない。
　6？O
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　彼らは，後年セガンテ
ィー二がなしたように，
あくまでも澄明で透徹し
た山の光独特の色感を研
究し，これを描出するよ
うなことはしなかったし，
ターナーやホドラーのよ
うに，山の構造骨格を深
く研究し，その分析した
　　　　　　　　　　　　　　図14　アレクサソドル・カラーム《ローゼソロイ》
結果を大胆なラインで描　　　　（ウィターツール美術館蔵）
出することもしなかった。従って，ターナーの山，ホドラーの山，セガンティ
ー二の山といった独特の山がはっきり存在するようには，ディディの山，カラ
ームの山といったものは残念ながら存在しない。
　しかし，ディディとカラームが純粋山岳風景画の開拓者であったことは紛れ
もない事実である。
　P・L・ド・ラ・リーブ，マクシミリアソ・ド・ムーロン，フランソワ・デ
ィディ，アレクサソドル・カラームといった第1期の画家に不足していたもの
はなによりも色彩であり，これをおぎなったのが第2期の画家，アルベール・
ド・ムー1コ：■，アルベール・リュガルドン，オーギュスト・アソリ・ベルトゥ
ーたちである。
　だが，この画家たちについて述べる前に，カラームと同時代の画家でありな
がら，カラームや第2期の画家に先んじて，第3期の画家に属するよう次画風
の作品《ハスリベルグから眺めたヴェッターホルン》を残したバルテルミ・メ
ソ（1815－1893）について言及しておく必要がある。
　メソは芸術家としてもすぐれていたが，とくにジュネーブの美術学校の教授
として，教育に生涯を捧げた人である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6刀
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　彼の画家としての修業は1833年，18歳のとき，パリにおもむいてアソグルの
弟子入りをしたときにはじまる。その後，1835年から38年にかげて，アングル
がイタリアに滞在したときも彼に随行し，ローマで制作に励んだ。
　1838年から43年にかげては，バリに戻り，コローをはじめ，バルビゾン派の
画家たちと親交を結んだ。その後ジュネーブに戻り，美術学校の教職についた
が，当時はカラームの山岳画が一世を風廃していた。
　だが，劇的で悲壮味のあるアトモスフェアーにつつまれた「カラーム調」の
描写は，アソグルやコローの芸術に親しんでいたメソの性には合わなかった。
彼はカラーム流の画風に対抗し，ジュネーブ周辺のおだやかなモチーフを描き
つづけ，線と量感がしっかり結合し，色彩がこれに従属する彼固有の風景様式
を開拓した。
図15　バルテルミ・メソ《ハスリベル
　　グから眺めたヴェッターホルソ》
　メンは山岳風景を数点描いている
が，彼の画風の代表的なものとして，
画用紙に油で描いた習作《ハスリベ
ルグから眺めたヴェッターホルソ》
（図15）とこれを元にして，アトリ
エで2倍の大きさに描き上げた同名
の作品がある。この山の肖像画で心
打たれるのは，風景の空間的配置で
あり，遠近をはっきり分離し，思い
切ったプロポーショソを使用してい
ることである。
　メソは光の明暗と，他の絵画的効
果を考えに入れないで，もっぱら空
間を支配し，明確な構成によるコンポジションしか念頭に置いていなかった。
そして，彼は《ヴェヅターホルン》によって，山岳画に新しい息吹を吹き込む
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ことに成功したのである。彼に影響され，その後を引き継いだのが，弟子のホ
ドラーである。
　スイス山岳画の第2期
　アルベール・ド・ムーロン（1823－1897）は，マクシミリアン・ド・ムーロ
ソを父としてニューシャテルで生まれた。彼は父から絵の手ほどきを受け，の
ちにデュッセルドルフ，パリで修業し，1850年にブリエンツに滞在した頃から
山に興味を覚え，狩人や牧人と生活を共にし，高い山に画架を立て，壮大な山
岳風景を描きつづげるようになった。
　しかし，彼はその師匠たち，とくに彼が傾倒していたオランダ派の風景画家
たちに影響されすぎていたようである。未開の荒々しい自然を前にして，彼の
絵筆はあまりにも優雅であった。とはいうものの《アルプスの朝》（図16）（ジ
　　　　　　　図16　アルベール・ド・ムーロソ《アルプスの朝》
　　　　　　　　　（ジュネーブ美術館蔵）
ユネーブ美術館蔵），《イセルトワールドの牧場》（ニューシャテル美術館蔵），
《かもしかの狩人の憩い》（ベルン美術館蔵），とくに《ベルガモの牧人》（ニュ
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一シャテル美術館蔵）などは彼の力量をしめす作品であり，山の肖像画中でと
くに傑出しているのは，1857年作の《ミューレンヘの途上からのアルブス跳望》
である。
　アルベール・リュガルドソ（1827－1910）は，歴史画家レオナール・リュガ
ルドンの息子としてジュネーブに生まれた。アルベール・ド・ムーロンの場合
と同じく，まず父親から絵の手ほどきを受げ，つづいてカラームの門下生とな
り，風景画家として，フラソスのサポア地方，スイスのワリス，グリゾ：■，イ
タリアのピエモンの各地を巡歴した。また彼はスイス山岳会の山小屋やシャン
リオソの高地牧場の牧人小屋に長期滞在し，黒パ：■，チーズ，牛乳といった牧
人と同じ質素な食事に甘んじながら，色彩あざやかな作品を描いた。その中に
は《ユングフラウ》《アイガー》《マッターホルソ》《モソテ・ローザ》などの名
隆の肖像画が含まれている。
　こうして彼は当時の山岳画家として最も人気のある者にたったが，彼の作品
は固有のスタイルに欠け，色彩もやや平凡である。
　オーギュスト・アソリ・ベルトゥー（1829－1887）は，リュガルドソにくら
べて，アルプスの高地をさらに力強く描いた画家である。
　パリの美術学校を卒業してイソターラーケソに居を構えた彼は，山岳地帯を
描写するのに適切な言語を見出し，真実のアルプスの光と色彩をそのままカン
バスに描いた。《大シャイデックヘの途上にて》（ジュネーブ美術館蔵），《ユン
グフラウ》（ニューシャテル美術館蔵），《ブリエンツ湖》などが代表作である。
　こうした第2期の画家たちの懸命な努力にもかかわらず，アルプスはまだ
《眠れる美女》であった。彼女をつつんでいる神秘のべ一ルは，はがされてい
なかった。山岳画の先駆老たちは，彼女の周囲をさまよっただけで，ほとんど
なにも知り得なかったし，スイス山岳画の第1期に属する画家たちは，このべ
一ルをはがそうとしたが，これをなし得なかった。第2期の人々はべ一ルをい
くらか取りのぞき，色彩を与えることで美女の目を覚させようとしたが，彼女
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はまだ動き出さなかった。なぜなら，彼女を立ち上がらせるために欠くことの
できない生命の線が発見されていなかったからである。
　この力強い線を探求L，山岳画を確立したのが第3期の画家，とくに2人の
巨匠，フェルディナソド・ホドラーとジオバソニ・セガソティー二だが，第2
期から第3期の遇渡期に活躍した画家にオーギュスト・ボーポグィ（1848－
1899）がいるo
　ボーポヴィは宝石の細工師を父親としてジュネーブに生まれた。父親は自分
の職業を息子につがせようとしたが，オーギュストの絵に対する深い愛好心に
動かされて，彼が絵で立つことを許したのであ乱メ：■の門下で修業したのち・
彼はスベイソにおもむき，ゴヤを模写し，つづいて芸術の都パリに研究に出か
け，クールベの影響を深く蒙った。
　バリでは有名な画家たちと交際し，自分も肖像と静物の画家としてかなりの
評判を得ることができたが，彼は元来スイスに生まれた自然の子であったので，
大都会とそこに住む人々とは性が合わなかっれボーポヴィはノスタルジアに
かられて，故国スイスの自然を夢みる日が多くたった。牧人のヨーデルが風に
のってきこえてくるアルプスの牧場，冷たい風を送ってくる氷河，朝日にアル
ペン・ローズに輝く山々！
　37歳でスイスに帰国したポーボヴィはアエシーに居を構えた。サファイア・
ブルーの湖，古めかしい山小屋，タベにひびく村の教会の鐘の音！　彼は清新
な大気を胸一杯吸いこみ，新しいエネルギーが体内にみなぎるのを感じるのだ
った。彼は画家であるとともに詩人であった。ボーボヴィは絵筆によって山の
詩情を表現しようと決心したのである。
　彼はベルナー・オーバーラソトにモチーフを求めたが，すぐさま各種の障害
にぶつからなければならなかった。アトリエで修得したテクニヅクをもってし
ては，高峻山岳のような並はずれたモチーフを描くことは不可能であった。
　そこで彼は，まずアルプスを程として，牧人やチーズを作る人たちの生活を
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　図1フ　オーギュスト・ボーボヴィ《朝》，《タベ》
エシーの教区に寄貝曽した《オーバーラントの樵夫》（1897年）などが，このジャ
ンルに属する彼の代表作である。
　ところで，大自然の中に生きる男たちを描くことは，人問の形象を描くこと
ではなく，心像を描くことにほかならないのをボーポヴィはさとった。しかも，
この人間の心像をカソバスに表現するときに，その背景となり，また点景であ
るものこそ，実は主題となるべき，本質的なものであるという考えに到達した。
　眼下に広がる空間に向かって叫ぶ牧童は，彼の正面の雲間に頂がそそり立ち，
その頂の上にはさらに無限の空が広がっているからこそ，はじめて意義を持つ
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描いた。
　アルプスの屈強な牧人が，
チーズをかついで山から下
りて来る姿をテーマにした
《朝》（1886年）と牧人が地
平線を眺めている《夕べ》
（1886年）（図17）にはじま
り，アルプスの牧童が牛の
群をよび集めている《リオ
バ》，ベルナー・オーバーラ
ントの樵夫が穣に丸太をの
せて雪山を下りてくる《材
木をおろす男》，雪山をバッ
クにした高地で2人の男が
角力をとっている《角力を
とる男たち》，ボーボヴィが
死の2年前，マイナス18度
の寒さの中で描き上げ，ア
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のである。それならば，人間の形象は見捨て，それ固有の生命で生きている山
そのものの純粋なイメージ，この本質的なものを描くべきではなかろうか。ピ
ュビ・ド・シャバンヌもまた，彼と同じ意見であり，ボーボヴィにこのことを
すすめた。
　山の本質を把握するためには，なによりも山にこもらなければたらない。か
くて彼はアルプス高地の雨風や，寒気や，吹雪をものともしないで，何か月も
牧人たちと生活を共にして山の観察をつづげた。荒天続きのあとで，とある朝，
四散する煙霧の彼方に，新雪の薄化粧をした峰々が朝日に輝くのをみて，彼の
心には火のような制作欲が湧き起こるのだった。強風にカンバスが吹きとばさ
れそうな零下何度という寒さもいとわず，彼はこの貴重なひとときをのがすま
いとした。また晩秋にたって，牧人たちがシャレーを後にしてからも，彼はた
だ一人山上に残って，山のさびしさをひしひしと味わいながら，そのふんいき
をカンバスに移した。
　そして，彼がかつて描いた人物像
においてアルプスの山々が作品のふ
んいきを高めるのに役立ったごとく，
ポーボヴィは，大気，雲，空，光を
巧みに活用して，山そのものに生命
を与えたのである。ユイスマンは
「ポーボヴィは光と岩との間に演じ
られるドラマを要約しようとした」
と書いている。
　この方面の代表作としては，暁の
光に照らしだされる《ハ：■ドスホル
ン》，黄昏時のラオターブルソネ1■
渓谷を描いた《渓谷の黄昏》，コバル
図18オーギュスト・ポーポヴィ《大ア
　　イガー》（ジュネープ美術館蔵）
6η
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ト・ブルーの空に浮かび出た《大アイガー》（図18．1891年作，ジュネーブ美術
館蔵）と《ユソグフラウ》，《雲問の山》などがある。
　ボーボヴィがアルブスの清澄な詩情を表現するために重要視したのは光であ
った。この光によって山は目覚め，生き生きとした姿を呈し，これを眺める画
家は，その詩想がおもむくままに山をカソバスに再現するのである。
　かくて山は，ポーボヴィの作品において，それ固有の名を失い，《孤独》，《清澄》，
《静穏》，《至福》といった象徴的な題名をつけられるようになる。また，ピュ
ビ・ド・シャバソヌが彼のことを「山の歌い手」と形容したように，その作品
は，山を通して人物の魂を表現する詩，ないしはさらに音楽に近いものになる。
　高山の詩人画家ポーボヴィの後を纏いで，さらに新しい表現様式によって山
岳画を発展させたのが2人の巨匠，チガソティー二とホドラーである。
八18世紀および19世紀のヨーロッバ諸国の
　風景画に現われた山岳描写
　18世紀から19世紀にかげて，スイスでは山の世界を描く画家が次々と現われ，
山岳画は次第に高度の芸術性をそなえ，風景画の中に地位を占めるようになっ
てきたが，この間，他のヨーロッパ諸国ではどうであったろうか？　これらの
国からは，山を専門的なテーマとして描いた画家は一人も出ていないが，幾人
かの巨匠たちは，風景画の中に山を描いているし，山そのものを主題とした作
品もわずかながら求めることができる。
　こうした画家のうちで最も傑出した人物はイギリスのターナーだが，彼に先
立ち，18世紀に山を描いたイギリスの風景画家にリチャード・ウィルソンとカ
ズンズ親子がいる。
　リチャード・ウィルソソ（1713－1782）はプッサソやクロード・ロラソの様
式を受け継いだ画家で，ウェールズ地方の山や湖を描いているが，彼には《カ
ルダー・イドリス》（ロソドソ国立画廊蔵）の山の絵がある。火口湖を手前に
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したカルダー・イドリスの峰を描いたものだが，このように火口を描いた作品
は珍しい。
　その後，日本では北斎の作として富士山の火口を描いた図誌的な作品と，頂
上に直接視点を据え，山頂にたどりついて，岩室にびっしり身を寒そうに寄せ
合ってうずくまっている登山者たちをテーマにした《諸人登山》の錦絵がある。
この作品は《富嶽三十六景》全四十六図に有終の美を飾る傑作であり，苦労し
て頂上にたどりついた登山者たちの疲労困懲した表情をこれほど巧みにとらえ
た山岳画は他に皆無である。
　アレクザンダー・カズンズ（1716－1786）は，1785年に『風景の基本的構図
を描く創意の手助けになるための新しい手引』という画論を発表している。
　彼の論法は，画家は眼前にする風景をそのまま忠実に再現することで甘んじ
るべきではなく，画用紙に行き当たりばったりにしみをつけ，このしみから触
発されるイメージから手をつげはじめて風景を制作すべきであるというはたは
だ近代的なものであった。
　彼が山をテーマにした風景画の大般は，単彩で，走り書きのような草書体で
あるところから，南宋芸術を思わせる。それと同時に，これにヘルキュレス・
セーヒェルスを組合わせたような奇妙なデッサンだが，未開の自然の偉夫さを
表現しようとした詩的情緒豊かな作品である。
　アレクザソダー・ガズソズは，風景を詳細に，地形図的に水彩に表現するこ
とを避け，画家の個人的な督情性を表現しようとしたのだが，その息子のジ昌
ン・ロバート（1752－1797）は父の後を継ぎ，水彩と淡彩素描によって見事に
このことをなしとげ，すぐれた山岳風景画を残した。
　ジョソ・ロバートがスイスをはじめて訪れたのは24歳のときである。1776年
8月，ジュネーブに到着した彼は，まずフランスのシャモニ周辺を写生して廻
り，つづいてローヌ渓谷，ヴォー地方，ベルナー・オーバーラソトを訪れ，さ
らに足をのぱL，エソゲルベルグ，グリゾン地方を巡歴し，ビア・マラからイ
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　図19　ジョソ・回バート・カズソズ《シャモニとマ
　　ルチニの間にそびえるベルト針峰》
としてはイソターラーケソから眺めたユングフラウとともに，その代表的な作
品で，岩峰と雪の雄大さが，峠を行くろぼに乗った人物の徴小さと対照に，見
事に描出されている。
　だが，構図だげをみると，当時の彩色銅版画家たちと同じく，山を非常にデ
フォルメして描いているのに気がつく。この作品は左正面にベルト針峰，中央
やや右手にシャ壬二針峰群，右はじにモソ・ブランが見える跳めのすぱらしい
そソテの峠から描いたものだが，現実の山容とは大いに違っている。
　モソテの峠から眺めたベルト針峰は，グラソ・モソテの大斜面，つづいてベ
ルトそのものの長大たグラン・モンテ山稜の奥にあり，かなり丸味を帯びた，ず
んぐりした姿を呈しているが，カズンズの作品では，雪の斜面から天空にそそ
り立つ大岩峰に描かれている。一方，その下部の雪の大斜面はあまりにももり
上がっているし，その反面，山腹の樹林帯は実際よりも傾斜がぐっと弱くなっ
ている。右正面のグラソ・シャルモ，ブレチェール，プラソの3つの針峰は，
雪の斜面から突き出たずんぐりした岩峰になっていて，天に向かっての叫び声
のような現実の鋭い尖峰とはほど遠い姿だ。
　ところで，ジョソ・ロバート・カズンズは後年ターナーがなしたように，自
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タリアのコモ湖に出た。
　彼のオリジナリティは，
すでにこの1776年のアル
プス地方で制作された初
期の水彩に一おいて発揮さ
れている。この旅行中に
描かれた《シャモニとマ
ルチニの間にそびえるベ
ルト針峰》（図19）は，ジ
目ン・ロバートの山岳画
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然を前にしての感動を，あざやかで強烈な色彩によって伝えようとはしていな
い。その反対に，あわいグレーとブルー・グリーソを主体に，これに紫と褐色
をミックスさせた色調によって山の雄犬さと詩情を表現しようとしている。
　1776年のスイスの旅の後も，カズンズは1782年にドイツ，チロル，オースト
リアを訪れ，またジュネーブからグランド・シャルトルーズの山地におもむい
て，絵に描いた詩といったジャンルの作品を残している。
　カズンズが描いたスイスの水彩画がターナーにアルプスの景観を教えたので
あり，かつまたターナーは，カズソズが1776年にロイヤル・アカデミーに出品
した《イタリアの豊饒な平野を摩下の軍隊にさししめすアルプス越えのハソニ
バルをテーマにした風景》から，他のいかなる作品よりも多くのことを学んだ
と打ち明けているように，ターナーは若い頃，カズ：■ズの水彩デッサソを模写
することによって風景表現の技法を身につけようとしたのである。
　1775年4月，ロソドソのメイドソ・レイクの理髪師の息子として生まれたジ
ョゼフ・マロード・ウィリアム・ターナーは，その持ちまえの鋭い色彩感覚で
絵画の世界に革命をもたらし，その大胆な先駆的制作によって流星のような足
跡を夫地に印し，その壮大な風景画によって，イギリス最大の巨匠となった画
家である。
　ターナーはディッケソズの小謝こ出てくるような裏街で幼時を過したが，生
まれながらにして黄金の指をもった神童で，まだ字を読むこともできなかった
頃から雑誌の絵を写しては周囲の人々を驚かせたということである。
　14歳でロイヤル・アカデミーの美術学校に入学，その1年後にはアカデミー
のサロソに最初の作品を発表し，24歳でアカデミー準会員，29歳で最年少の正
会員にたり，画家とLての表街道を進むように思われたが，人嫌いの彼は，自
分の生きている時代を黙殺し，生涯を独身で過し，晩年の20年間は世間からま
ったく遠ざかり，ロソドソのチェルシー地区のブース夫人という人物の家にキ
ャプテソ・ブースの変名で暮らし，1851年に他界した。
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　仕事の鬼のようであった彼が口：■ドソのナショナル・ギャラリーに遺贈した
作品は，油彩2000点，デッサソ1万点以上という膨大な量であった。
　フラソスに印象主義が誕生する50年前に，すでに印象主義の手法で数々の傑
作を残したターナーの全作品について詳述することは小論の意図するところで
はないので，ターナーとアルプスの関係に限定して述べることにする。
　ターナーがアルプス各地で描いた山岳風景画は，彼の作品中，最高の傑作ぞ
ろいではないし，彼にとってさらに大きなインスピレーショソの源泉であった
海洋画にくらべて数もすくたい。つねに動的で，明確な形態が存在しない渤二
こそ，ターナーはその想像力をかきたてられたのだ。そして彼独特のヴィジョ
ソを表現するのに，まばゆくきらめく光と豊麗た色彩で画面を構成した魅惑的
な海洋画を描いたのである。とはいうものの，《グリゾソの雪崩》，《吹雪，アル
プスを越えるハソニバル》（ともにロソド：■・テート・ギャラリー蔵）といった
山岳風景画がターナーの作品中，重要な地位をしめていることも事実である。
　アルプスの風景画家としてのターナーは，カラーム以後のスイスの山岳画家
が手がけたように，山の上層部までは描かなかったが，ロマン派的であると同
時に，印象派的でもある手法，そのダイナミックな描法と表現の雄大さによっ
て，非常に迫力のある作品を残した。
　ターナーは1802年，同36年，41年，43年，μ年と5回スイスを訪れているが，
アルプスとの最初の出会いは1802年，彼が27歳のときである。英仏海峡を渡っ
てパリに出たターナーは，そこからグルノーブノレを経てジュネーブにおもむい
た。それ以後のコースは，ジュネーブ，シャモニの谷，サンベルナール峠，ロ
ーヌ渓谷，ヴヴェイ，ベルナー・オーバーラント，ルツェルソ，四州湖，サソ
・ゴタルド，チューリッヒ，シャフハウス，ラインの濠布と，20年前にカズ：■
ズがたどったのと同じコースであった。
　ターナーはこの第1回目のアルプス旅行から6冊のスケッチ帖と400以上の
デッサソを持ち帰ったが，これらの作品をみると，ターナーが尊敬していたカ
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ズンズの影響がみられる。
　このアルプスの旅は，巨大で非情な自然現象の真只中に突き入り，その混沌
とした状態に触れ，わが身で確かめたいとつねづね思っていたターナーにとっ
ては深い衝撃であり，彼は強く心を打たれた。とくに針のように鏡い岩峰，荒涼
とした岩肌，荒れ放題の氷河（図20），雄大であると同時に厳しく，荘重であると
同時に敵意に満ち，冷やかであると同時に魅惑的なモソ・ブラソ山群が持つ一
種の抽象的な雄大さは，彼の心に叙事詩のような感覚を呼びおこしたのだった。
　彼はこの並外れた風景を科学老のような鋭い眼で考証しながらも，自然を忠
実に模写することでは満足しなかった。ターナーにとっては，たまのままの自
然の姿は，ただの出発点にすぎない。彼の場合，夢想が，それを起点として荘
漠と果てしなく広がり，感清が現実をおおい，呑みこんでしまうのだ。彼は自
然の外観そのものを変容させ，薪しい創造に必要な要素だけを画面に残し，そ
の見事な色彩表現に・よって内的な生命を刻みつけることに成功したのである。
　そこにはポーボヴィの山岳画にみられるような閑寂と悠久のポエジーはない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、亀1
図20　ジョゼフ・マロード・ウィリアム・ターナー《シャモニの
　　谷のアルヴェイロソ川の源》
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　　　　　　　図21　ジ目ゼフ・マロード・ウィリアム・ターナー
　　　　　　　　　《グリゾソの雪崩》（ロソドソ・テート・ギャラリー蔵）
ターナーが山そのものを主題にした作品の主役は，実際には山そのものではな
く，むしろ，嵐吹雪，風雨，雪崩といった，荒れ狂う圧倒的な自然である。
　1802年の最初のアルプス族行の所産であり，1810年春に発表された《グリゾ
ンの雪崩》（図21）は・巨大な氷雪1ブロック雪崩に小さな山小屋が押しつぶされ
る姿を描いたものだが，大自然の暴威の劇的瞬間が見事に表現されていて，彼
の作品の特徴をなしている名状し難い激情的なものを感じとることができる。
　19世紀初頭にPマンチズムがヨーロッパ中を風廃L，その一方，1811年には
ベルナー・オーバーラソトの名峰ユングフラウが初登頂され，山登りも次第に
盛んになりはじめた時代的環境が影響して，山に対する人々の関心は深まり，
多くの風景画家が山をテーマにした作品を描くようになってきた。
　ドイツでは，まず北ドイツのグレイフスワールドに生まれたカスパール・ダ
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ビット・フリードリッヒ（1774－1840）が問題にたる。
　彼はコベソハーゲソの美術学校で建築的素描を勉強してから，数年間グレイ
フスワールドで暮らし，1798年以後はドレスデンに住みついた。ドレスデ：■で
は，当時，シュレーゲル，シェリング，ノヴァーリスをはじめ，多くのロマン派
の詩人たちが集まっていたが，7リードリッヒがこれらの詩人から影響を受け
ていたことは，彼の自然描写に文学的，拝情的な傾向が強いことでうかがえる。
　ターナーと同じように，彼は大気現象と色彩の変化をこまかく観察し，これ
を効果的に使っている。夜明げの水蒸気が立ちのぽる田園，谷間から上昇する
霧，夕空に光る宵の明星，海上の蒼白い月光，もみの樹につもる雪の静寂，深
い霧が漂う山中に暗いシルエットをみせる十字架たど，彼の作品を観賞してい
ると，大自然の中に誘いこまれて行くような錯覚にとらわれる。
　フリードリヅヒがその冷たい技法とおさえた色調で描く自然には，なんとも
いえない寂寡と悲衰がこもっているのが特徴だが，これは彼自身のメランコリ
ヅクな魂の現われといえるだろう。
　1822年に，彼は氷岬こ粉砕されて北氷洋のもくずとなったイギリスの極地探
検船，希望号の遭難の模様を描いているが，この作品《希望号の難破》（ハンブ
ルク美術館蔵）では，酷寒の北氷洋の峨々たる氷が，灰色の空にまるで岩峰の
ようにそそり立ち，大自然はその息吹を止め，万物は凍結し，なんともいえな
い哀愁が漂っている。蒼白い氷ば，北氷洋での自然の死を意味している・この
難破船を取り囲む様々な形をした氷塊は，そのままアルプスの凍結した世界に
も見出される。
　フリードリヅヒは，アルプスの高峰へは一度も登ったことはないが，1810年
と11年に，ドイツ東南部のリーゼソゲビルゲ山群や北ドイツのハルツ山地を旅
して山の風景をスケヅチしている。そしてこれらのスケッチからいくつもの山
岳風景画が生まれている。1812年頃作の《エルプザソトシュタインゲビルゲ山
群の岩山風景》（ウィーソ美術史美術館蔵）はその代表的な作品のひとつで，精
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　685
74
細な筆致で描かれた前景の樹木の背後に，中国の幽玄な水墨画を連想させるよ
うな寄怪な形の岩峰群が描出されている。
　図22　カスパール・ダピット・フリードリヅヒ
　　　《ワッツマソ》
れるワッツマンよりも，さらに高く，げわしい岬こ描かれ，いかにも神秘的な
山容で迫ってくる。このワッツマソは，7リードリッヒという北ドイツ出の画
家のロマン派的な感清と瞑想の所産であり，そこには彼の魂の告白が感じとれ
る。
　また彼はベルヒテスガー
デンからドイツの名峰ワッ
ツマンを描いている（図22）。
前述のエルプザントシュタ
イソゲビルゲの奇怪な形の
岩峰と同じような岩山を中
央にすえた荒涼とした岩石
地帯の彼方にそびえるワッ
ツマンは，現実にベルヒテ
スガーデン近くから眺めら
　南ドイツにはハイデル
ベルグ生まれのカール・
ロ　ッ　トマソ（1797－1850）
がいる。
　あざやかな色彩を駆使
し，ニュアソスに富んだ
見事な構成をみせている
のが1825年作の《アイプ
ゼー》（図23）である。
　ロットマソは，アイプ
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図23　カール・ロソトマソ《アイプゼー》
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ゼーにかぎらず，コッヘルガー，ワルチェンゼーといった山の湖に，彼が「い
ままで見た最もロマソチックな風光」を見出し，制作欲をそそられたのだが，
こうして出来上がったアイプゼーと現実のアイプゼーとはかなりへだたりがあ
る。
　実際のアイプゼーは，みどりの樹林帯に囲まれた静かな湖だが，1コットマソ
の作品では，実際より何倍も大きな波立つ湖になっている。バックは，右手に
ドイツの最高峰ツークシュピッツェから左ヘアルプシュピッツェにつづく山々
で，実際にはアイプゼーの湖畔から山頂まで斜面がつづいているが，画中では，
すくなくとも数キロは離れた地点にそびえている。こうした構図で湖の大きさ
と山の雄大さは出ているし，ツークシュピッツェからアルプシュピッツェにつ
づく山容そのものは比較的デフォルメされていないが，そのさらに背後に描か
れているモン・ブラソのような山，ツークシュピッツェが標高2，966メートル
であるところからすれぼ，すくなくとも4，000メートル峰である雪嶺は，現実
にはまったく存在したい山である。
　この作品はすぐれたコロリストであったロマン派画家の感興がおもむくまま
にデフォルメされて描かれたロヅトマソの《アイプゼー》になっている。
　ヨゼフ・アソトン・コッホ（1767－1839）は，オーストリアのレヒ渓谷のオ
ーバーギーベルソに生まれた画家だが，ロマン派にも属せず，かといって1830
年頃，ヨーロッパ画壇を麦配しはじめてきた写実主義からも離れ，時代の潮流
に加わらないで，独自の道を進み，個性的な山岳風景画を描きつづけた。とこ
ろでコッホは，故郷のチロノレ地方の風景よりも「人の心を感動させる最もコン
トラストのある地方を保存しているたったひとつの国」スイスに強く心を惹か
れ，とくにベルナー・オーバーラ1■トを好んで描いた。
　1815年作の《ベルナー・オーバーラソト》（図24）（ウィーソ，オーストリア・
ギャラリー蔵）は彼の代表作のひとつだが，かつてJ・J・ルソーカミ文章で描
写した情緒的な自然風景，アルプスの谷の住民の素朴で幸福な生活ぶりを絵画
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図24　ヨゼフ・アソトソ・コッホ《ペルナー・
　　オーバーラソト》（ウィ｝ソ，オーストリア
　　・ギャラリー蔵》
を通して表現した牧歌的
な作品で，理想的風景画
のジャソルに属するもの
である。
　18世紀から19世紀にか
けてのフラソスの画家は
高い山を知らなかったし，
スイスの画家たちのよう
には山に関心がなかった
ということができる。か
つまた，イギリスにはカ
ズンズやターナーの作品を愛好する人々が大勢いたのに反して，フランスでは
こうした種類の風景画を好む人々もいなかった。それにパリの絵画展に出品さ
れたディディやカラームの作品は，特殊な作品とみなされ，高い芸術性をしめ
ているようには解釈されなかったし，批評家たちもまた山の肖像画には好意的
ではなかったので，山という新しいテーマに取組もうという意欲を燃やす画家
は出なかったのだと思われる。
　こうした事情から，フラ：■スには山岳風景画が生まれなかったわけだが，フ
ランスには絵画のすばらしいモチーフを提供しているはずのふ走つの高山地帯
がある。上サボアのそソ・ブラソ山群にはじまり，グルノーブルの南に位置
しているゼクラン山群を経て，地中海沿岸近くのアルプ・マリチーヌまで達し
ているフラソス・アルプスと，スペイソとの国境をなしているピレネ山脈であ
る。
　だが，アルプスも，ピレネも，パリからは遠かったし，山国生まれの画家は，
7ランスには一人もいなかった。それにしても，すばらしいふたつの山脈を有
688
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していながら，フラソスからはターナーや，セガンティー二，あるいはホドラ
ーのような画家が出なかったのはふしぎなことである。
　フラソスの巨匠のうちで，たまには山を画面の背景として描いた人がいない
ではないが，まったく例外的なケースに属しているといえよう。
　だがしかし，ロマン派を代表する巨匠，ユージェヌ・ドラクロア（1798－1863）
は，山岳風景というものを理解していたように思われる。1845年の夏，彼はピ
レネ山脈のオーボヌに出かけているが，7月24目，友人の7レデリック・ヴィ
ヨに，次のようた手紙を書いている。「この国はすばらしい。荘厳そのものの
山の世界だ。」また，この翌日には画家のレオン・リズネールにこう書いている。
rここの自然は実に美しい。山の真只中にいるわけで，山から受げる印象は真
にすぼらしい。ところで，この地方の美しさよりもさらにぼくを驚かせたのは，
ロクプランとユエといった芸術家たちも含めて，誰もが無関心な眼で山を眺め
ていることだ。」
　ロクプラソとユエはと
もに当時の風景画家であ
り，こうした人たちが山
の美しさに無関心であっ
たことに驚いたドラクロ
アの気持は分るが，残念
なことに，この偉大なコ
1コリストであったドラク
ロァはピレネかアルプス
　　　　　　　　　　　　　図25ユージェヌ・ドラクロア《ファウストの前に
に長期問滞在する機会が　　　　現われたマルガレーテの幻》石版画
なかった結果，本格的な山の風景画は一枚も描いていない。
　ドラクロアの作品の中では，山はわずかに後景に登場しているだけである。
まず，ゲーテの『ファウスト』のために描いた石版画《ファウストの前に現わ
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れたマルガレーテの幻》（図25）では，後景にハルツの雪嶺が幻想的な山容で描
かれている。また傷ついた馬上のメドールに向かって急ぐアンジェリークの場
面は，深い峡谷の底になっている。ドラクロアが得意とした野獣の闘争図やア
フリカの風景には，後景に青くかすんだ山が描かれている。さらに彼の遺作と
なった《ヤコブと天使の格闘》では，山が構図の雄大な枠組になっている。
　ドラクロアと同じように，たまたま山を後景に描いた画家ならば，何人か求
めることができる。
　テオドール・ルソー（1812－1867）は，7オシーノレから眺めたモン・ブラン
を描いているし，ジャン・バチスト・カミーユ・コロー（1796－1875）もまた，
スイスに滞在中に描いた作品《ジュネーブのパキス湖畔道路》の後景にサレー
ブの山の背を配置しているほカ㍉モルネックス近くの丘陵を描いている。
　コローばたしかにスイスを訪れてはいるが，この滞在の目的は，クロード・
モネがベリールと口：■ドン，ゴッホがアルル，ゴーガンがタヒチに出かけたと
きのように，その地方独特の風景を描きたいという芸術上のものではなく，単
に親Lい友人たちに会うためであった。
　それにコローは大きな山は描いていない。イタリアに旅行した時も，ローマ
の平野やトスカナの風景を扱った作品に，アルバノの連山やアベニン山脈らし
きものが姿を現わしているが，後景として描かれているのにすぎたい。
　晩年スイスに亡命し，レマン湖畔に居を構えた偉大な写実家，ギュスターヴ・
クールベ（181ト1877）は，ジュラ山脈の丘陵や岩壁を，小さな谷や，滝，水
の流れとともに描いているし，レマソ湖をテーマにした作品，たとえば《ジュ
ネーブの湖》（図26）では，当然のことながら山が後景に描かれ，名山、ダソ・
デュ・ミディも登場している。またアルプスの高地牧場をテーマにし，後景に
山が描かれている作品がモスクワの近代美術館とシカゴの美術研究所にある。
　山そのものをテーマとしたものには《ローヌ氷河》を描いた油彩が1点あり，
岩と氷雪，水の流れの質感がよく出ているが，クールベの最良の作品のひとつ
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　　　　　　　図26ギュスターヴ・クールベ《ジュネーブの湖》
ではない。
　ラブレー，バルザック，ダソテ，セルバソテス，ミルトソたどの作品の挿絵
画家として活躍したギュスターヴ・ドレ（1832－1883）は，スイス，フラソス
のサボア，それにピレネヘ何回も旅行し，多くのデッサソと水彩画を持ちかえ
り，大きな油彩を制作している。これらの風景画は，彼の生存当時，7ランス，
イギリス，アメリカでは好評を博したが，今目では忘れ去られてLまった。挿
絵画家を本業としていたドレは，風景をありのままに写し取ることでは実に達
老だったが，彼には真の芸術家としてのビジョソが欠げていた。自然をまるで
カラー写真のように再現するのは職人芸であり，画家たる者は彼自身のピジョ
ソ，その詩的感清を作品に表現しなげれぼならないことをドレはあまり念頭に
置いていなかったようである。ドレの作品に，1865年のウィソパー隊の有名な
マッターホルンの初登頂と下降の悲劇をテーマにした《登撃》と《墜落》があ
るが，同じテーマを描いたホドラーの作品と比較してみると，大衆向きの挿絵
画家と真の芸術家の作品の違いが歴然と分る。
　クロード・モネ（1840－1926）は，ノルウェーに旅行した際に，オスロに近
いコルサス山を描いた油彩を3点残している。コルサス山は，もみの樹に蔽わ
れた，標高わずか369メートルの小さな岬こすぎないが，これらの作品を見た
だけでも，もしも彼が本格的に山を描いたなら，山とその光彩を見事に表現し
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たであろうことが想像される。
　もしもモネがモソ・ブラソ山群を描いたとしたなら，アルプスの高峰の時々
刻々と移ろい行く色彩をどのように表現したかは非常に興味深いことだけに，
この印象派の巨匠がアルブスに滞在する機会を持たなかったのは残念なことで
ある。
　だがここに，標高こそ低いが，南仏プロバソス地方のひとつの山が，一人の
画家によってクローズアップされ，絵画史上に不滅の名をとどめることになっ
た。
　その山はサソト・ヴィクトアール山であり，画家はいうまでもなくポール’
セザーヌである。セザーヌがサソト・ヴィクトアール山をテーマにした一連の
名作については，章を改めて述べなければならない。
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